
令和6年能登半島地震から見えてきた課題
～人・食・心をつなぐ～

 5月25日（土） 15:50～16:50 J会場 (4号館２F)
（福岡県 中村学園大学 4201講義室）

能登半島地震の概要と行政としての栄養改善に向けた
対応について

坪山（笠岡） 宜代
国立研究開発法人 医薬基盤・健康・栄養研究所

 国際災害栄養研究室

緊急企画パネルセッション

兵庫県 諸岡 歩

JDA-DATとしての派遣活動からみた被災地の食
仁愛大学 山本 浩範

NPOによる地域密着型支援活動からみた被災地の食

スピーディーな避難所把握システム（D24H）の開発と実践

芝浦工業大学 市川 学

叶内 宏明
大阪公立大学

ピースボート災害支援センター 辛嶋 友香里

リアルタイムデータ（D24H）をもちいた被災地の食事分析

国立研究開発法人 医薬基盤・健康・栄養研究所 原田 萌香
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